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豪
雨
や
台
風
時
な
ど

の
際
、
干
拓
の
た
め
池
に
河

川
や
市
道
、
農
道
な
ど
の
流

末
の
排
水
機
能
が
限
界
に
き

て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る

が
そ
の
対
策
は
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
も
県
に
対

し
て
、
排
水
機
の
改
善
策
の

要
望
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ

だ
が
、
県
と
し
て
は
、
現
在

実
施
し
て
い
る
、
県
営
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
の
終
了

を
待
っ
て
、
本
格
的
に
検
討

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
干
拓
の
排
水
が
た
め

池
に
満
杯
に
な
り
、
北
岡
地

区
の
民
家
ま
で
水
び
た
し
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
通
報
が

あ
っ
た
。
緊
急
な
対
策
が
要

求
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
早
急
な
排
水
対
策
が

必
要
な
た
め
、
測
量
と
調
査

に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て

い
る
。

　
　
　
市
単
独
で
も
、
早
急

な
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
今
後
は
、
県
に
強
く

働
き
か
け
、
市
の
単
独
事
業

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
島
鉄
跡
地
を
利
用
し

て
、
有
馬
川
へ
排
水
路
を
作

る
こ
と
も
早
急
に
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

調
査
し
、
規

模
次
第
で
は
県
に
お
願
い
す

る
。
も
し
く
は
市
の
単
独
や

両
方
力
を
合
わ
せ
て
や
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

　
　
次
に
上
げ
る
事
業
の

予
算
と
完
成
時
期
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。

①
世
界
遺
産
関
係
で
の
ガ
イ

　
ダ
ン
ス
、
観
光
案
内
、
物

　
産
店
な
ど
の
施
設
。

②
口
ノ
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

　
設
と
そ
の
周
辺
整
備
。

③
有
商
跡
地
を
利
用
し
た
多

　
目
的
運
動
広
場
。

④
龍
石
小
学
校
跡
地
を
利
用

　
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
。

⑤
有
家
小
学
校
の
建
替
え
。

　
　
　
①
世
界
遺
産
関
連
施

　

設
整
備
費
１
億
１
，０
０

　

０
万
円
。
平
成
32
年
度
完

　

成
予
定
。

②
口
ノ
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

　

設
と
、
そ
の
周
辺
整
備
と

　

し
て
は
、
本
体
工
事
、
駐

　

車
場
、
市
道
の
改
良
を
含

　

め
て
約
11
億
円
、
平
成
31

　
年
の
供
用
開
始
予
定
。

　
　
　
　

③
有
商
跡
地
多
目

　

的
広
場
の
予
算
は
、
実
施

　

設
計
の
段
階
で
あ
り
未
定
。

　

平
成
32
年
４
月
供
用
開
始

　

予
定
。

④
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
は
、　

　

概
算
額
約
21
億
円
で
、
平

　

成
32
年
9
月
供
用
開
始
予

　

定
。

⑤
有
家
小
学
校
建
替
え
に
つ

　

い
て
は
概
算
で
、
約
20
億

　

円
と
見
込
み
、
平
成
33
年

　

4
月
の
供
用
開
始
で
作
業

　

を
進
め
て
い
る
。

　

市長／市単独でも早急な
対策を考えたい。

　
有馬干拓の排水問
題、早急な対策を
有馬干拓の排水問
題、早急な対策を

議
員

黒岩英雄議員

議
員

市
長

　
　
　
　
歳
入
で
は
、
人
口
減

少
に
伴
う
税
収
減
や
、
地
方

交
付
税
の
減
額
、
合
併
特
例

債
や
合
併
算
定
替
え
の
終
了

な
ど
財
源
の
縮
小
、
一
方
歳

出
で
は
、
社
会
保
障
関
係
費
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
や
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
公

債
費
な
ど
、
経
常
経
費
の
増

加
が
避
け
ら
れ
ず
、
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
と

思
う
が
、
今
後
の
財
政
運
営

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
実
現
へ

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
合
併
算
定
替
え
の
段

階
的
な
縮
減
が
始
ま
っ
て
お

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
今

後
は
、
限
ら
れ
た
一
般
財
源

が
減
少
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、

経
常
経
費
の
更
な
る
縮
減
や
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

歳
入
歳
出
全
般
に
わ
た
っ
て

見
直
し
を
行
い
、
行
財
政
改

革
を
進
め
、
安
定
的
か
つ
健

全
な
財
政
基
盤
を
確
立
し
、

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
合
併
特
例
債
や
、
過

疎
債
の
取
り
組
み
と
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

合
併
特
例
債
や
過
疎

債
は
、
有
利
な
財
源
で
は
あ

る
が
借
金
で
あ
り
、
国
や
県

補
助
事
業
を
優
先
し
て
活
用

し
た
上
で
、
合
併
特
例
債
な

ど
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
必
要
な
事
業

に
取
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
即
応
性
の
あ
る
サ
ー

ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
各
分
野
や
地
域
に
於
い

て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を

可
能
と
す
る
の
が
協
働
だ
と

思
う
が
、
如
何
お
考
え
か
。

　
　
　
私
も
、
市
民
と
と
も

に
き
め
細
や
か
な
対
応
を
可

能
と
す
る
の
が
協
働
と
考
え

て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

自
治
会
活
動
の
活
性
化
が
重

要
で
、
自
治
会
活
動
に
対
す

る
支
援
の
ほ
か
、
地
区
集
会

施
設
な
ど
の
整
備
に
対
し
て

も
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
世
界
遺
産
は
、
歴
史

的
価
値
を
末
永
く
伝
え
る
こ

と
や
、
文
化
財
を
大
切
に
す

る
心
を
養
う
事
が
大
切
だ
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
を
担
っ
て

い
く
子
供
た
ち
に
、
価
値
や

資
産
に
つ
い
て
学
習
を
進
め

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
世
界
遺
産
決
定
後

の
校
長
会
な
ど
の
中
で
、
世

界
遺
産
に
関
連
す
る
学
習
を

進
め
て
ほ
し
い
と
、
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
制
度
に
つ
い
て

柴田恭成議員

議
員

市
長 今

後
の
行
財
政
運
営

に
つ
い
て

有馬干拓水門

有
馬
干
拓
の
排
水
対

策
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

早急に財政計
画の見直しを
すべき

早急に財政計
画の見直しを
すべき
市長／今年度中に計画の見

直しを行う。

議
員

議
員

市
長

農
林
水
産
部
長

市
長住

民
と
一
体
と
な
っ
た
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

教
育
長

市
長

市
長

多面的機能支払交付金制度の中
の資源向上活動（共同）の一環

教
育
長

市
長


